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国土交通省大隅河川国道事務所

鹿屋分水路空中写真

 

＊肝属川に関する意見、質問、何でもどうぞ
…
〒893-1207  肝属郡肝付町新富1013-1
大隅河川国道事務所
調査第一課（光武（ﾐﾂﾀｹ）、柳（ﾔﾅｷﾞ））

te l: 0994-65-2541
fax: 0994-65-9630

来年度は,長崎市

で開催予定で

す。

川内市で開催されました「川」のワークショップの参加の部門は、①子どもの部（中学生ま

で） ②環境保全の部 ③安全安心の部 ④利活用の部 ⑤川づくりの５部門があり、全体

で５１の団体が発表されました。

★肝属川流域からは「こうやま・川の少年団」と「ＦＭかのや」さんが発表されました。

（次ページに紹介しています。）また、九州各地からの参加があり熱心な発表が多く大変盛

り上がりました。

下表は、今回の「子どもの部」の発表団体です



九州の川を語いもんそ

in川内川

肝付町の「こうやま・川の少年団」です。

高山川での簡易水質試験の実施や「いかだ下り」などの活動を通し、身近な存

在である高山川の自然環境に親しむことにより環境保全に対する意識が高まっ

たこと。また、幅広い年齢層の集まりのため、お互いの思いやりも育まれてき

たことなどについて、みんなが舞台に上がり発表されました。

川をきれいにするため、まずは私たちでできることから始めようということで

「川にイイこと始めよう！その名も『カワイイproject』」とネーミングをつけて

子供たちにも親しめるように活動を行っています。（平成２５年には河川清掃活動

など行ってます。

そして、将来を担う子供たち川をきれいにすることの重要性を知ってもらい、生き

物が住める環境を作ることの楽しさや喜びを感じてもらいたいと考えています。

という内容で発表されました。

「自然豊かな川で遊んでいるで賞」
を受賞されました

開催セレ

モニー



ＮＰＯ法人 都城大淀川サミットの紹介

鹿屋分水路の見学募集のお知らせ !

１．実施可能日：平日を考えてます。(祝日、12/29～1/3を除きます）
＊土日については予めご相談下さい。
＊希望日時が重なった場合は、調整させて頂き
ますので御了承のほどお願い致します。

２．所要時間 ：90分程度（ご相談に応じます）

３．見学内容 ：鹿屋分水路の見学（徒歩、約1.5ｋｍ程度）
＊降雨や降雨後、川の水位が高い場合は、見学を中止する場合があります。

４．参加費 ： 無料です

５．お申し込み先： 大隅河川国道事務所 鹿屋出張所 0994-43-0660

（注意事項）※トンネル内は滑りやすい為、ぬれてもいい靴又は、長靴を持参してきてください。

【鹿屋分水路の建設】

鹿屋分水路は、昭和５１年６月洪水で鹿

屋市街地の至る所で川が壊れ被害が出た

ことから、川が狭い鹿屋市街地区間をバ

イパスするため建設されました。

（平成１２年完成）

鹿屋分水路空中写真

都城市で水質改善の意見交換会を行いました。（平成２７年１月２７日）
肝属川の水質を抜本的に改善するため、平成１７年より「肝属川水系肝属川水環境改善緊

急行動計画」をつくり、関係行政機関を中心に取り組んで来ましたが、約１０年経った今で

も、年間を通じて環境基準を満足するに至っておりません。

このため、同じ畜産地域で水質改善に取り組み成功を収めている住民団体「ＮＰＯ法人都城

大淀川サミット」（宮崎県都城市）と意見交換を行いました。

肝属川流域からの参加者は、姶良川河川愛護会、おおすみ自然環境フォーラム、水神様川

づくり隊などの肝属川流域連携懇談会のメンバーやＮＰＯ

法人かのやコミュニティー放送のメンバー、また鹿屋市と

大隅河川国道事務所の職員も参加しました。

都城での取り組みも参考にしていきたいという参加者の声

でした。

鹿屋分水路の見学募集内容について

第１回大淀川環境大学の受講生が中心となり、平成２２年１１

月１日に結成された「都城大淀川サミット」は大淀川の治水、利

水、環境、防災そして都城上流域の川文化、川遊びの保存と振興

利活に努める地域づくり推進を目的とし、３年半余りを経て、今

以上に活動の場を拡げる為に平成２６年４月１日「ＮＰＯ法人」

へ組織替えとなりました。今後は国、県、市、漁協各団体、各企

業、多くの市民の方々の幅広いご協力により、魚が泳ぎ、「川ガ

キ」が遊ぶ昔の「清流・大淀川」を目指して一歩一歩着実に歩み

を進めていくとの事です。

意見交換会状況



      

　

 

◆BODは川の汚れを示す指標として用いられています
水の汚れを知る上でとても重要な目安として、水の中の有機物の

量が挙げられます。有機物としては、例えばプランクトン（微生

物）や家庭から出る汚れた水などあります。BODは、生物化学的酸

素要求量の略称で、微生物が汚れ（有機物）を食べるために使う酸

素量に相当していることより、汚濁の程度を示す指標として一般的

に用いられています。この数値が高い状態が続くと川の汚濁が進ん

肝属川の水質調査地点と環境基準
（国管理区間） （図-1）

◎肝属川の水質は、大隅河川国道事務所ホームページに掲載しております。
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平成２６年からの肝属川上流域の朝日橋、河原田橋地点の

ＢＯＤの変化のグラフ
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特に、肝属川上流の朝日橋や河原田橋地点の水質は目標とする環境基準前後で推移してお

り、水の少ない冬場などは環境基準を越える状態が続いています。

今年の１月になって、昨年同様な状況にあります。河川の水量に依らず川の水質が守れるように

することが大切です。皆さんができる少しずつの努力で肝属川の水質保全に取り組んでいきま

しょう。

環境基準3mg/L

～肝属川をきれいにしましょう～

◆肝属川の生活環境に関わる水質の環境基準について
BODや大腸菌群数など５項目について、目標とすべき水質が定められています。

また水域ごとに指定されています。

肝属川ではＢ類型（BOD３mg/Ｌ 以下）とＡ類型（BOD２mg/Ｌ以下）に指定されています。

（図-1）参照

◆BODが高いと、なぜ問題なの？
川の生き物も酸素を吸って生きています。私たちが汚れた水（有機物）を川に流すと、それを食べ

ている微生物たちが増えるので、たくさんの酸素が必要になります。すると、水の中の酸素が足りな

くなり、魚たちが息ができにくくなり住めなくなります。

また、一般的にＡ類型（BOD２mg/Ｌ以下）ではイワナ、ヤマメなど、Ｂ類型（BOD３mg/Ｌ 以

下）ではサケ、アユなど、Ｃ類型（BOD５mg/Ｌ 以下）ではコイ、フナなどの生息に適していると

されており、それ以上では魚の生息には適していないとされています。

◆肝属川のBODの変化

（水質基準と生息に適する

とされる魚の例）

ヤマメ

アユ

コイ

※近年の調査では肝属川

ではヤマメは確認されて

いません。


